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第 9 図　滝遺跡の地形と調査区（1/4,000）

Ⅰ　遺跡の立地と環境
　滝遺跡は武蔵野台地の北東端、荒川低地に舌状に突き出た武蔵野段丘面の台地東側の一段低い立川段丘
面の縁に立地している。
　「滝」の地名は、近年までこの段丘上から滝が落ちていたことに由来する。北西側は段丘面、北東側は
新河岸川を挟んで荒川低地の沖積地と接し、南側は排水溝として利用される緩やかな小支谷を流れる旧清
水に挟まれ、標高 9 ～ 12 ｍ前後の微高地を形成する。遺跡の範囲は南北 250 ｍ、東西 500 ｍ以上ある。
宅地開発が進むが部分的に畑が残っている。
　周辺の遺跡は、北西側の段丘上に縄文時代前期、中期、晩期、古墳時代の遺跡である著名な上福岡貝塚
と権現山遺跡群が新河岸川沿いに並び、旧清水を挟んだ南側には、縄文時代、飛鳥時代、中近世の長宮遺
跡が広がる。
　1976 年以降、宅地開発等に伴う緊急調査が増加した。遺跡の谷口に当たる旧丸橋遺跡（1981 年の変更
増補で滝遺跡と合併）で古墳時代前期と後期の住居跡を検出以来、2023 年 4 月現在 49 ヶ所で調査を行っ
ている。なお、本遺跡の第 3・5・9 ～ 11 次調査、1995 年度試掘調査・2002 年度試掘調査（1）は権現山
遺跡の範囲に入っているため、今後は本遺跡では欠番とし、権現山遺跡 1・2・5 ～ 7・14・17 地点とする。
　遺跡の主たる時代と遺構は、縄文時代早期・前期の土坑、古墳時代から奈良・平安時代の住居跡、近世
の段切り遺構（集石を伴う）である。

第 5 章 　 滝 遺 跡 の 調 査
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第 9 表　滝遺跡調査一覧表

地区
地点

所在地
調査期間                                          

（  ）は試掘調査
開発面積
（㎡）

調査面積
（試掘）

調査原因 確認された遺構と遺物 備考 所収報告書

丸橋 1 次 滝 3-3-77 ～ 81
(1976.6.26・27)
1976.7.24 ～ 8.12

533.73 分譲住宅 古墳時代住居跡 2、土師器 丸橋遺跡は滝遺跡
へ統合

上調

丸橋 2 次 滝 3-3-13 1978.7.26 ～ 8.6 210 住宅建設 土坑、縄文土器 上埋Ⅰ
1 次 滝 2-6-11 1978.10.2 ～ 13 129 住宅建設 古墳時代住居跡 1、土師器 上埋Ⅰ

2 次 滝 1-4-2 1979.4.15 ～ 5.7 278 幼稚園プール
古墳時代住居跡 1、古代住居跡 3、土坑、
墨書土器 等

上埋Ⅱ

欠番 滝 1-4-15 1980.6.27 ～ 7.3 76 個人住宅 古墳時代住居跡 1、甕 権現山 1 地点へ変更 上埋Ⅲ
4 次 滝 1-4-1 1980.7.7 ～ 10 105 住宅建設 遺構なし、土師器 上埋Ⅲ
欠番 滝 1-3-21 1980.7.25 ～ 29 330 住宅建設 遺構遺物なし 権現山 2 地点へ変更 上埋Ⅲ
6 次 滝 3-3-6 1980.11.19 ～ 11.30 166 住宅建設 古代住居跡 1、ピット、縄文土器 等 上埋Ⅲ
7 次 滝 1-1-19 1981.7.30・31 400 個人住宅 遺構なし、土師器 等 上埋Ⅳ
8 次 滝 3-3-15 他 1983.11.14 ～ 26 990 住宅建設 古墳時代住居跡 2、土坑、溝、土師器 等 上埋Ⅵ

83- 試 詳細不明 上埋Ⅵ
欠番 滝 1-4-4 1984.5.11 ～ 22 466 住宅建設 溝、土師器 等 権現山 5 地点へ変更 上埋Ⅶ

欠番 滝 1-3-17 1984.6.1 ～ 12 363 住宅建設
古墳時代住居跡 1、土坑、ピット、溝、土
師器 等

権現山 6 地点へ変更 上埋Ⅶ

欠番 滝 1-4-2 1984.6.28 ～ 30 33.12 物置 集石、土坑、ピット、陶磁器 等 権現山 7 地点へ変更 上埋Ⅶ
12 次 滝 1-4-2 1984.12.22 ～ 24 94 住宅建設 遺構なし、土師器 等 上埋Ⅶ
92-1 滝 1-2-14 の一部 (1992.7.6 ～ 8) 400 倉庫 遺構遺物なし 上埋 15
93-1 滝 1-1-4 (1993.4.23 ～ 28) 313.08 共同住宅 遺構遺物なし 上埋 16
93-2 滝 2-2-7 (1993.8.25) 99 個人住宅 遺構遺物なし 上埋 16
欠番 滝 1-3-13 (1995.11.27 ～ 30) 462 共同住宅 遺構遺物なし 権現山 14 地点へ変更 上埋 18
99-1 滝 1-1-6 (1999.10.21 ～ 26) 511.09 宅地造成 遺構なし、土師器片 等 上埋 22
00-1 滝 2-5-20 (2001.1.23・24) 154.7 個人住宅 遺構なし、土師器片 上埋 23
01-1 滝 2-2-8 (2001.4.17 ～ 20) 519.64 共同住宅 古代住居跡 1、土師器 上埋 24
欠番 滝 1-3-49 (2002.5.29・30) 165 個人住宅 遺構なし、縄文土器片 権現山 16 地点へ変更 上埋 25
05-1 滝 3-3-5・143 (2005.6.24 ～ 27) 350 個人住宅 遺構遺物なし 市内 1
12 滝 2-5-3・4 の一部 (2007.2.6) 472 (80) 個人住宅 遺構遺物なし 市内 3
13 滝 2-2-6 (2007.10.24 ～ 11.1) 737.7 (113) 共同住宅 焼土、土坑、ピット、溝 市内 4

14 滝 2-5-11・17
(2007.11.8 ～ 19)　
2007.11.20 ～ 12.6

692 
(254)

92
分譲住宅

古代住居跡 7、焼土、土坑、溝、井戸、土
師器 等

市内 4

15 滝 3-3-84
(2009.9.2 ～ 14)　　
2009.10.23 ～ 11.6

100 
(50)
52.5

分譲住宅
古代住居跡 1、土坑、ピット、井戸、土師
器 等

市内 7

16 滝 3-3-145 (2009.12.2 ～ 14) 434 (129) 宅地造成
古代住居跡 2、土坑、ピット、溝、井戸、
土師器 等

市内 8

17 滝 3-3-6・144 (2010.5.6 ～ 6.18) 331 (197) 分譲住宅
古代住居跡 5、掘立柱建物跡 1、集石、土坑、
ピット、溝、井戸、土師器 等

市内 10

18 滝 2-6-4・6
(2011.6.6 ～ 13)　　
2011.6.14 ～ 7.14

1,164 
(124.3)

195.2
個人住宅

古墳時代住居跡 2、掘立柱建物跡 3、土坑、
ピット、溝、井戸、土師器 等

市内 14

19 滝 3-4-2 (2011.10.17 ～ 24) 1,277.16 (369) 分譲住宅 溝、陶磁器 等 市内 14

20 滝 1-8・9
(2012.5.9 ～ 11)　　
2012.5.14 ～ 25

124.45 
(65)

20
道路築造

古代住居跡 1、土坑、ピット、井戸、須恵
器 等

市内 12

21 滝 1-1-7・26・31
(2012.5.11 ～ 21)　
2012.7.17 ～ 8.25

1,176.25 
(226)

340
共同住宅

古代住居跡 3、掘立柱建物跡 1、土坑、ピッ
ト、溝、井戸、土師器 等

市内 12

22 滝 1-1-40 (2013.7.30) 114 (19) 個人住宅 遺構遺物なし 市内 18
23 滝 1-3-5 の一部 (2014.2.12) 371 (38) 個人住宅 遺構遺物なし 市内 18
24 滝 1-1-8 の一部 (2014.7.16 ～ 18) 222.8 (85) 分譲住宅 土坑、ピット、土師器 等 市内 20

25 滝 1-2-4・32
(2014.7.17 ～ 8.26)
2014.9.8 ～ 10.31

2,804 
(1115.8)

362
宅地造成

古代住居跡 8、古代掘立柱建物跡 1、土坑、
ピット、溝、井戸、須恵器 等

市内 16

26 滝 2-5-6・8
(2015.10.19 ～ 27)　             
2015.11.9・10

368.92 
(242)
19.2

個人住宅 古代住居跡 2、落とし穴、土坑、ピット、溝、
井戸、縄文土器 等

市内 22
滝 2-5-39・40・41・42 (2016.8.24 ～ 9.9)  862.92 (131.87) 分譲住宅

27 滝 1-1-25 (2015.11.27 ～ 12.1) 155 (29) 個人住宅 古代住居跡 1、ピット、土師器 等 市内 22
28 滝 1-4-1・26・27 (2016.9.3 ～ 6) 2,492.15 (25) 幼稚園 古代住居跡 1、ピット、土師器 等 市内 24
29 滝 2-5-46 (2016.11.10) 150.41 (34.95) 個人住宅 溝、縄文土器 等 市内 24
30 滝 1-1-3 の一部 (2017.2.13 ～ 15) 303 (104.5) 分譲住宅 遺構なし、縄文土器 市内 24
31 滝 1-1-3 の一部 (2017.2.13 ～ 15) 109 (26.1) 個人住宅 遺構遺物なし 市内 24
32 滝 3-3-14 (2017.6.26 ～ 29) 784.54 (176.1) 分譲住宅 ピット、溝、井戸、陶磁器 等 市内 24
33 滝 1-1-9 の一部 (2018.12.14) 187 (38.15) 個人住宅 ピット群、須恵器 等 市内 25

34 滝 1-1-8 (2019.2.20・21、4.12) 333 (52.54)
個人住宅
兼診療所

遺構なし、須恵器 等 市内 25

35 滝 1-6-3
(2020.2.17)　　　　
2020.2.18 ～ 21

171.83 
(85.5)

35
個人住宅 土坑、井戸、地下式坑、板碑、かわらけ 市内 25

36 滝 3-3-28 (2020.4.6・7) 668.54 (67) 分譲住宅 遺構遺物なし 市内 26
37 滝 2-6-7 (2020.4.15・16) 181 (36.6) 分譲住宅 土坑、ピット、溝、土師器 市内 26
38 滝 1-1-18 (2021.6.23) 118 (16.2) 個人住宅 遺構なし、須恵器 市内 27
39 滝 3-1-12・36・37 (2021.7.20) 1,301 (3.75) 分譲住宅 遺構遺物なし 市内 27
40 滝 2-5-23 (2021.8.18 ～ 20) 191.94 (51.1) 分譲住宅 ピット、溝、土師器 市内 27
41 滝 3-3-100・174 (2021.8.18・19) 245 (42.75) 分譲住宅 遺構遺物なし 市内 27
42 滝 1-1-9 (2022.11.7・8) 265 (33.36) 分譲住宅 土坑、ピット、井戸、須恵器、土師器 市内 28
43 滝 2-2-4 (2022.11.9) 671 (4) 分譲住宅 遺構遺物なし 市内 28
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第 11 図　滝遺跡第 42 地点遺構配置図（1/300）、土層（1/150）

Ⅱ　滝遺跡第 42 地点
（１）調査の概要
　調査は分譲住宅建設に伴うもので、原因者より 2022 年 10 月 6 日付けで「埋蔵文化財事前協議書」が
ふじみ野市教育委員会に提出された。申請地は遺跡範囲の中央部やや西寄りに位置する。申請者と協議の
結果、遺構の存在を確認するため 2022 年 11 月 7・8 日に試掘調査を実施した。
　試掘調査は幅約 1 ～ 1.4m のトレンチを 2 本設定し、重機による表土除去後に人力による表面精査を行っ 
た。現地表面から地山ローム層までの深さは約 110 ～ 120 ㎝である。
　調査の結果、井戸 1 基、土坑 1 基、ピット複数を確認したが、保護層の確保が可能なため工事立会の措
置とした。遺物は須恵器、土師器の小片が出土した。写真撮影・全測図作成等記録保存を行ったうえで埋
戻し、調査を終了した。

第 10 表　滝遺跡第 42 地点ピット一覧表（単位 cm）

№ 平面形態 確認面径 底径 深さ

1 不明 81 × (24) ― 13
2 不明 23 × (11) ― 8
3 円形 41 × 40 24 × 20 12.7
4 不明 36 × (15) 29 × (10) 7.7
5 不明 50 × (17) 24 × (15) 13.2

№ 平面形態 確認面径 底径 深さ

6 不整形 35 × 23 17 × 12 18.8
7 正方形 18 × 17 10 × 10 27.3
8 正方形 19 × 20 12 × 12 9.8
9 円形 23 × 16 10 × 8 14.3
10 円形 28 × 25 9 × 8 38.5
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第 12 図　滝遺跡第 42 地点土坑・ピット・井戸（1/60）、出土遺物（1/4）

（２）遺構と遺物
①土坑
　土坑は調査区北西部で確認した。一部のみの確認のため平面形態は不明である。確認面の規模は 94 ㎝、
深さ 98 ㎝を測る。
②ピット
　ピットはいずれも調査区の北から中央部に位置し、トレンチ 1 で 2 基、トレンチ 2 で 8 基の計 10 基を
検出した。規模等の詳細は第 10 表に掲載した。
③井戸
　井戸は調査区中央部で 1 基検出した。完掘していないため平面形態は不明である。確認面径 (58) × 88 ㎝、
底径 (23) × 19 ㎝、深さ 98.8 ㎝を測る。
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第 13 図　滝遺跡第 43 地点調査区域図（1/300）、土層（1/60）

④出土遺物
　1 は須恵器坏。残存底径 9.2 ㎝、残存器高 1.0 ㎝である。轆轤を使用し底部には回転糸切痕、その周囲
にはヘラ削りがみられる。胎土には海綿骨針が含まれており、南比企産。色調は黄灰 (2.5Y6/1)。8 世紀中葉。
　2 は土師器甕胴部片。内面指ナデ、外面ヘラ削り。胎土は、白色砂粒と石英が含まれる。時期は 8 世紀
後半～ 9 世紀後半。遺物はいずれも遺構外から出土した。第 12 図参照。

Ⅲ　滝遺跡第 43 地点
（１）調査の概要
　調査は分譲住宅建設に伴うもので、原因者より 2022 年 10 月 6 日付けで「埋蔵文化財事前協議書」が
ふじみ野市教育委員会に提出された。申請地は遺跡範囲の南部に位置し、対象地の北側の一部が遺跡範囲
に該当する。申請者と協議の結果、遺構の存在を確認するため 2022 年 11 月 9 日に試掘調査を実施した。
　試掘調査は幅約 1.2m のトレンチを 1 本設定し、人力による表土除去及び表面精査を行った。現地表面
から地山ローム層までの深さは約 50 ～ 60 ㎝である。
　調査の結果、遺構・遺物は確認されなかったため、写真撮影・全測図作成等記録保存を行ったうえで埋
戻し、調査を終了した。
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滝遺跡第 42 地点トレンチ 1 土坑 滝遺跡第 42 地点トレンチ 1 ピット１

滝遺跡第 42 地点トレンチ 2 滝遺跡第 42 地点土坑土層

滝遺跡第 42 地点井戸・ピット 8 ～ 10 滝遺跡第 42 地点井戸土層

滝遺跡第 42 地点調査風景 滝遺跡第 42 地点出土遺物
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報告書抄録

書　名 市内遺跡群 28 シリーズ名  ふじみ野市埋蔵文化財調査報告第 29 集
編集者 岡崎裕子 著   者 岡崎裕子・石川安司・平野絢

編集機関 ふじみ野市教育委員会
所在地

〒 356-8501  ふじみ野市福岡一丁目１番１号 
 　 TEL  049（261）2611発行日  2024 年 ( 令和 6 年） 3 月 29 日

所収遺跡
地点名

所 在 地 市町村コード 北緯 調査開始 調査面積 調査原因
遺跡コード 東経 調査終了 ㎡ 調査担当者

種別 / 主な時代 / 主な遺構 / 主な遺物
特記事項

北野遺跡 
第 57 地点

埼玉県ふじみ野市大原二丁目
2045-32

112453 35˚52’ 45” 20220411 8.8 分譲住宅
25-002 139˚30’ 52” 20220411 岡崎裕子

散布地 / 時期不明 / 溝 1 条 / 遺物なし
確認された遺構は、当地域の土地利用を知る上で貴重である。

北野遺跡 
第 61 地点

埼玉県ふじみ野市北野 二丁目
2114-1

112453 35˚52’ 47” 20230807 73.7 分譲住宅
25-002 139˚30’ 47” 20230907 岡崎裕子

散布地 / 時期不明 / 堀跡１本 / 遺物なし
確認された遺構は、当地域の土地利用を知る上で貴重である。

ハケ遺跡 
第 33 地点

埼玉県ふじみ野市福岡三丁目
2061-1

112453  35˚53’ 05” 20230110 621 確認調査
25-005 139˚31’ 23” 20230210 岡崎裕子

集落跡 / 時期不明 / 池 / 甕・石造物・縄文土器・陶磁器
福岡河岸の回漕問屋である旧江戸屋の庭園にあった池の範囲を確認した。

権現山遺跡 
第 30 地点

埼玉県ふじみ野市滝一丁目 5 112453  35˚52’ 49” 20230306 30 自然崩落
25-007 139˚31’ 39” 20230330 岡崎裕子

集落跡 / 時期不明 / 地下式坑 1 基 / 縄文土器・須恵器
権現山遺跡ではこれまで見つかっていなかった地下式坑を確認した。

滝遺跡 
第 42 地点

埼玉県ふじみ野市滝一丁目
1-9

112453  35˚52’ 43” 20221107 33.4 分譲住宅
25-008 139˚31’ 35” 20221108 岡崎裕子

集落跡 / 古代 / 土坑・ピット・井戸 / 土師器・須恵器
確認された遺構及び遺物は、当地域の集落形成とその範囲を知る上で貴重である。

長宮遺跡 
第 62 地点

埼玉県ふじみ野市長宮二丁目
1-21

112453  35˚52’ 38” 20221129 111.3 分譲住宅
25-009 139˚31’ 43” 20230130 岡崎裕子

集落跡 / 時期不明 / 土坑・ピット・溝・井戸 / 土師器・須恵器・陶磁器・板碑片
確認された遺構及び遺物は、当地域の集落形成及び土地利用を知る上で貴重である。

松山遺跡
第 114 地点

埼玉県ふじみ野市築地三丁目
1-30・64・65・68

112453  35˚52’ 22” 20221012 45.6 分譲住宅
25-010 139˚31’ 46” 20221014 岡崎裕子

集落跡 / 時期不明 / 古代住居跡 1 軒 / 須恵器・土師器・土錘・鉄製品
確認された住居跡は、当地域の集落形成とその範囲を知る上で貴重である。

松山遺跡
第 115 地点

埼玉県ふじみ野市仲二丁目 2-
25

112453  35˚52’ 22” 20221223
24.3

個人住宅
25-010 139˚31’ 55” 20221223 岡崎裕子

集落跡 / 時期不明 / 堀跡 1 本 / 遺物なし
確認された堀跡は、当地域の土地利用を知る上で貴重である。

江川南遺跡 
第 29 地点

埼玉県ふじみ野市東久保一丁
目 182-7

112453  35˚51’ 47” 20220912 16.26 分譲住宅
30-007 139˚30’ 42” 20220916 岡崎裕子

集落跡 / 時期不明 / 集石土坑 1 基・落とし穴 1 基・溝 1 条 / 焙烙・銭・陶磁器
確認された遺構及び遺物は、当地域の土地利用を知る上で貴重である。

駒林遺跡 
第 47 地点

埼玉県ふじみ野市駒林元町一
丁目 4-9

112453  35˚51’ 59” 20231016 69.4 宅地造成
25-013 139˚31’ 39” 20231122 岡崎裕子

堀跡 / 時期不明 / 堀跡 1 本 / 遺物なし
確認された遺構は、当地域の土地利用を考える上で貴重である。

駒林遺跡 
第 48 地点

埼玉県ふじみ野市新駒林二丁
目 315

112453  35˚52’ 04” 20231211 303.78 分譲住宅
25-013 139˚31’ 32” 20240207 岡崎裕子

堀跡 / 時期不明 / 井戸 1 基 / 甕
確認された遺構は、当地域の土地利用を考える上で貴重である。


